


























































〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、
原注の
〔書き下し文〕 ・ 〔訳




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































思い出すに過ぎないだろう。いつも忘れないことがあろうか」と言った。源延光は「お隠れになった後、臣 生涯喪服を脱 ず、それを心に刻みつけたしるしとした と願っ ます」と言った 崩御なさった後、
とうとう喪服を着たまま生涯を終わった。
次の冷泉天皇の時に、




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































によって七歳で践祚、外祖父の右大臣兼家が摂政となった。正暦元年（九九〇）正月五日、十一歳で元服し そ 後兼家の子の道隆・道兼が摂政・関白を勤めたが、長徳元年（九九五）からは、兼家の第四子の道長が内覧の右大臣 ついで左大臣として権を振るい、
藤原氏の全盛期に入った。寛弘八年
（一〇一一）

















































































































































































































道貞親王女小式部。重明親王女小大君。輔親女伊勢太輔。出羽守秀信女出羽辨。越前守懷尹女小辨。左馬頭時明女馬內侍。高階成忠女高內侍。大江匡衡 江侍從 參議廣業女新宰相。信濃守隆信女兵衛內侍。 雅女中將。
〔書き下し文〕
①














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































皇はその文章を見てそ 実力を認め、隆綱を側近に抜擢した。また国の三男の俊明を観察した。ちょうど宮中で火災が起き め、天皇は急いで腰輿に乗り、外に避難しようとしたときに、雑役 者が火災に乗じて宮殿の階段まで入り込んだ そのため 宮中
内も外も騒が
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔典拠〕『源平盛衰記』巻第十六「菖蒲前の事」 。『太平記』巻第二十一「覚一真性連平家の事」 。 
（呂
　
天
雯
）
